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令和3年度 かいじあむ古文書講座 第3回



若尾逸平さんについて

さ
て
、
今
回
の
講
座
の
対
象
の

若
尾
逸
平
さ
ん
で
す
が
、
こ
ん

な
人
物
で
す
。

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
二
月
六
日
生
ま
れ

（※

太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
一
八
二
一
年
一
月
九
日
に
相
当
。
）

甲
斐
国
巨
摩
郡
在
家
塚
村
（
現
在
の
南
ア
ル
プ

ス
市
）
の
村
役
人
若
尾
林
右
衛
門
（
二
代
）
の

次
男
と
し
て
誕
生
後
、
間
も
な
く
生
母
と
死
別
。

長
兄
林
平
（
三
代
林
右
衛
門
）
、
継
母
に
産
ま

れ
た
弟
幾
造
と
妹
千
代
の
四
人
き
ょ
う
だ
い
。

伝記『若尾逸平』より



若尾逸平の生涯（数え年表記）

1
歳

12
月
6
日
生
ま
れ
る
。

2
歳

生
母
き
の
死
去
。

19
歳

剣
客
を
目
指
し
て
江
戸
へ
上
る
。

父
の
願
い
で
地
元
に
帰
る

22
歳

行
商
を
は
じ
め
る
。

28
歳

小
笠
原
村
の
若
松
屋
に
婿
入
り
。

34
歳

離
婚
し
て
生
家
に
帰
る
。

36
歳

甲
府
八
日
町
で
再
出
発
。

38
歳

細
田
は
つ
と
再
婚
す
る
。

39
歳

弟
幾
造
を
商
人
に
勧
誘
す
る
。

40
歳

横
浜
で
の
商
売
を
は
じ
め
る
。

伝記『若尾逸平』より



若尾逸平の生涯 ②

43

歳

若
尾
機
械
を
考
案
し
製
糸
工
場
開
業
。

49
歳

町
名
主
格
と
な
る
。

50
歳

製
糸
業
を
廃
し
、
山
田
町
に
転
居
。

53
歳

大
小
切
騒
動
で
焼
き
討
ち
に
遭
う
。

55
歳

興
益
社
設
立
に
参
加
す
る
。

57
歳

財
産
分
与
を
行
う
。

58
歳

一
蓮
寺
県
会
の
議
員
と
な
る
。

61
歳

明
治
天
皇
巡
幸
に
際
し
て
拝
謁
す
る
。

価
値
下
落
の
紙
幣
を
大
量
借
り
入
れ
。

63
歳

第
十
国
立
銀
行
か
ら
栗
原
信
近
を
追
放
。

66
歳

山
梨
県
第
一
の
地
主
へ
成
長
。

伝記『若尾逸平』より



若尾逸平の生涯 ③

68
歳

甲
信
鉄
道
計
画
に
参
加
す
る
。

70
歳

甲
府
市
初
代
市
長
に
就
任
す
る
。

71
歳

貴
族
院
多
額
納
税
者
互
選
議
員
に
就
任
。

74
歳

若
尾
銀
行
設
立
。

75
歳

家
督
を
養
子
民
造
に
譲
る
。

77
歳

東
京
電
燈
の
株
式
買
い
占
め
。

81
歳

開
国
橋
架
橋
に
寄
附
金
。

82
歳

妻
は
つ
死
去
。

88
歳

長
禅
寺
に
墓
所
を
建
て
る
。

愛
宕
山
に
寿
像
が
有
志
に
建
て
ら
れ
る
。

94
歳

大
正
2
年
9
月
7
日
逝
去
。

伝記『若尾逸平』より



甲州随一の囲碁打ち

若
尾
逸
平
の
碁
盤
と
「
甲
斐
碁
鑑
」

い
ず
れ
も
山
梨
県
立
博
物
館
蔵

明
治
二
拾
年

亥
二
月
求
之

若
尾
逸
平

大
関

若
尾
逸
平



五十の手習い

君
幼
年
家
道
の
頽
零
を
享
て
、
十
分

の
学
事
を
修
す
る
を
得
ず
。
壮
歳
以

後
は
又
多
事
に
し
て
、
之
を
修
す
る

に
遑
あ
ら
ざ
り
し
が
、
年
五
十
歳
に

至
り
初
て
家
政
整
頓
し
、
小
事
は
托

す
る
に
人
あ
る
を
以
て
文
学
に
志
し
、

閑
あ
れ
ば
則
ち
書
を
読
み
字
を
書
し
、

自
か
ら
楽
と
為
す
に
及
に
べ
り
。
就

中
、
書
は
唐
宋
の
古
法
帖
を
集
め
て

之
を
学
べ
り
。
故
に
気
韻
遒
勁
冐
す

可
か
ら
ざ
る
の
達
書
に
し
て
、
人
の

之
を
求
る
者
も
亦
少
か
ら
ず
と
。
年

五
十
に
し
て
学
に
志
ざ
す
、
亦
超
凡

の
所
あ
る
を
知
る
べ
し
。

『
山
梨
県
人
物
誌

初
編
』
（
明
治
二
十
二
年

平
野
文
著
）
よ
り

国
立
国
会
図
書
館
・
山
梨
県
立
博
物
館
（
大
木
家
文
書
）
蔵

い
と
ま

き

い
ん
し
ゅ
う
け
い



七十の手習い？

翁
於
い
て
七
十
歳
と
な
る
や
、
倩
々

惟
へ
ら
く
、
人
間
七
十
古
来
稀
れ
な

り
と
い
ふ
も
余
已
に
其
齢
に
達
し
、

而
し
て
今
後
尚
寿
な
る
を
得
る
は
疑

無
し
、
既
に
財
に
於
て
望
を
遂
げ
た

れ
ば
一
と
し
て
遺
憾
な
き
も
、
心
に

慊
ら
ぬ
は
幼
少
よ
り
学
問
せ
ざ
り
し

事
な
り
、
い
で
や
是
よ
り
一
字
な
り

と
も
覚
ゆ
る
こ
と
と
せ
ん
と
、
老
心

此
に
奮
ひ
て
其
翌
日
よ
り
手
習
道
具

を
買
調
へ
、
い
ろ
は
よ
り
習
ひ
始
め

ぬ
。
翁
の
意
志
の
鞏
固
な
る
何
事
も

実
行
を
主
と
し
た
れ
ば
、
独
り
此
習

字
に
於
て
の
み
非
凡
を
見
る
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
、
当
時
猶
ほ
実
業
経
営
多

忙
に
し
て
席
暖
か
な
る
の
遑
な
か
り

し
と
雖
も
、
特
に
習
字
を
以
て
貴
重

な
る
日
課
と
な
し
、
毎
日
規
則
的
に

実
行
し
、
先
づ
一
日
に
習
ふ
字
は
多

き
時
は
四
枚
折
の
唐
紙
百
枚
、
少
な

き
時
は
四
十
枚
と
定
め
、
平
均
一
日

の
習
字
数
二
千
五
百
字
内
外
を
違
へ

た
る
事
な
し
。

『
修
養
叢
書

苦
学
力
行
の
人
』
（
明
治
四
十
三
年

永
田
岳
淵
著
）

よ
り

国
立
国
会
図
書
館
蔵



八十の手習い？

若
尾
の
老
人
ほ
ど
の
手
蹟
は
、
強
ち

世
間
に
珍
ら
し
く
も
有
る
ま
い
が
、

ア
ノ
高
齢
に
な
つ
て
か
ら
手
習
ひ
し

た
一
事
は
滅
多
に
類
例
が
得
ら
れ
ま

い
、
老
人
が
手
習
ひ
を
始
め
た
の
は
、

世
事
を
民
造
君
に
譲
て
、
店
の
方
一

切
を
関
は
ぬ
や
う
に
な
つ
て
か
ら
で
、

ヤ
ヽ
八
十
に
手
の
届
く
頃
か
ら
だ
、

隠
居
所
の
二
階
に
端
座
し
、
嘗
て
金

儲
に
肺
肝
を
碎
い
た
と
同
一
の
苦
心

と
精
力
と
を
以
て
琉
球
唐
紙
へ
セ
ツ

セ
と
臨
摸
し
た
も
の
だ
。

こ
れ
ら
伝
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
誇
張

も
あ
り
ま
す
が
、
若
尾
の
老
い
て
も

な
お
の
向
学
心
や
、
高
齢
に
及
ん
で

書
を
良
く
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

『
嗜
好
百
種
』
（
明
治
四
十
三
年

服
部
太
喜
弥
〈
大
夢
〉
著
）
よ
り

国
立
国
会
図
書
館
・
山
梨
県
立
博
物
館
（
赤
岡
重
樹
旧
蔵
資
料
）
蔵



九十の手習い

九
十
歳
に
差
し
掛
か
っ
た
最
晩

年
に
習
字
に
取
り
組
む
若
尾
の

す
が
た
で
す
。

ま
さ
し
く
字
を
記
す
こ
と
は
若

尾
に
と
っ
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
数
多

く
の
書
簡
や
作
品
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

↑

別
ア
ン
グ
ル
の
す
が
た
を
収
め
た

『
若
尾
逸
平
』
（
前
掲
）
の
巻
頭
口
絵

収
録
写
真



若尾逸平扇面

で
は
、
実
際
の
若
尾
の
字
を
実
際
に

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

山梨県立博物館蔵

余白に解読文を書いてみましょう。



若尾逸平扇面の解読

ち
ょ
っ
と
癖
の
あ
る
字
で
し
た
ね
。

ど
ん
な
意
味
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

山梨県立博物館蔵

余白に解読文を書いてみましょう。

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



若尾逸平扇面を解釈する

全
部
で
14
文
字
で
す
ね
。
七
言
の
漢

詩
の
一
節
と
考
え
ら
れ
、
縦
書
き
に

直
す
と
こ
う
な
り
ま
す
。

壽
山
萬
歳
青
松
秀

福
海
千
秋
白
鶴
飛

寿
山
は
万
歳
に
青
松
秀
で
、

福
海
は
千
秋
に
白
鶴
飛
ぶ
。

と
で
も
読
む
の
で
し
ょ
う
か
。

山梨県立博物館蔵

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



漢詩を手掛かりに読む①

著
名
な
詩
の
一
節
で
あ
れ
ば
、
仮
に

全
文
が
読
め
な
く
て
も
、
解
読
で
き

た
文
字
列
（
例
え
ば
「
寿
山
万
歳
」

な
ど
）
を
も
と
に
、
若
尾
が
使
っ
て

い
る
よ
う
な
手
習
い
の
お
手
本
な
ど

を
ひ
も
と
い
た
り
、
現
代
で
あ
れ
ば

手
っ
取
り
早
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
す
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
全
文
の
文

字
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
こ
の
作
品
は
あ
ま
り
有
名

な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

山梨県立博物館蔵

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



漢詩を手掛かりに読む②

「
作
品
」
か
ら
書
か
れ
た
文
字
を
解

き
明
か
す
ほ
か
、
文
章
構
造
か
ら
解

読
し
て
い
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

壽
山
萬
歳
青
松
秀

福
海
千
秋
白
鶴
飛

色
分
け
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
対

に
な
る
単
語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
一
方
で
読
め
な
い
文
字
が
あ
っ

て
も
、
あ
る
程
度
の
類
推
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

山梨県立博物館蔵

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



漢詩を手掛かりに読む③

「
寿
山
」
と
「
福
海
」
は
対
に
な
る

長
寿
を
祝
う
言
葉
で
す
。

・
寿
山
【
じ
ゅ
ざ
ん
】

め
で
た
い

年
、
長
寿
の
こ
と
を
例
え
て
言
う
。

・
福
海
【
ふ
く
か
い
】

福
が
海
の

よ
う
に
深
い
さ
ま
の
こ
と
を
言
う
。

い
ず
れ
も
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
う

語
彙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
読
文

字
の
候
補
が
出
来
た
ら
、
積
極
的
に

辞
書
を
使
っ
て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

山梨県立博物館蔵

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



漢詩を手掛かりに読む④

「
萬
歳
」
と
「
千
秋
」
も
、
対
に
な

る
長
い
期
間
を
示
す
言
葉
で
す
。

「
萬
歳
（
万
歳
）
」
は
「
ば
ん
ざ

い
」
と
も
「
ば
ん
ぜ
い
」
と
も
「
ま

ん
ざ
い
」
と
も
読
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
読
み
方
を
想
定
す
る
こ
と
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

「
青
松
」
と
「
白
鶴
」
も
色
彩
を
含

む
め
で
た
い
長
寿
を
寿
ぐ
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
。

山梨県立博物館蔵

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



漢詩を手掛かりに読む⑤

こ
の
作
品
で
は
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
返
読
文
字
な
ど
前
に

戻
っ
て
読
む
文
字
が
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
「
押
韻
」
な

ど
の
漢
文
の
ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
が

解
読
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
く
ず
し
字
を
判
読

す
る
以
前
に
、
よ
く
語
彙
を
調
べ
て
、

文
章
と
し
て
読
め
、
理
解
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
少
し
ず
つ
詰
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
に
な
り
ま
す
。

山梨県立博物館蔵

壽
山
萬

歳青
松
秀

福海
千
秋

白鶴
飛逸

斎
居
士

時
年
九
十
有
歳

（
印
）
（
印
）



難読の若尾逸平書簡を読む

で
は
、
若
尾
逸
平
が
記
し
た
書
簡
を

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
の
扇

面
は
ひ
と
つ
の
作
品
で
あ
り
、
手
習

い
を
重
ね
て
書
家
を
気
取
る
ほ
ど
に

至
っ
た
頃
の
「
作
品
」
と
は
異
な
り
、

も
う
少
し
若
い
頃
の
日
常
的
か
つ
実

務
的
な
書
簡
は
非
常
に
解
読
す
る
の

が
困
難
な
も
の
で
す
。
で
は
、
難
読

極
ま
る
若
尾
逸
平
の
書
簡
を
読
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

山梨県立博物館「巨富を動かす」展示室
背景の中央線甲府開業記念式写真に写る緑門上「祝
開通」の扁額は、若尾逸平の揮毫によるもの。



若尾逸平書簡（坂田御主人あて）

か
な
り
癖
が
強
い
文
字
で
す
ね
。

レジュメの□の部分を穴埋めしてみましょう。
山梨県立博物館蔵



若尾逸平書簡の解読案

解
読
案
は
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

今
日
之
快
晴
御
同
意

目
出
度
奉
存
候
、
扨
一

昨
日
御
依
頼
申
上
候

認
物
之
義
者

、
注
文
之

相
違
之
廉
出
来
候
間
、
何

れ
ニ
而

も
宜
敷
候
間
、
只
今

迄
ニ
而

御
認
止
可
被
下
候
、

就
而
者

書
面
願
此
者
ニ

御
遣
し
可
被
成
候
、
余
者

得
鳳
眉
御
礼
可
申
上
候

頓
首

八
月
十
一
日

山梨県立博物館蔵



若尾逸平書簡の読みくだし

読
み
く
だ
し
は
左
の
と
お
り
で
す
。

今
日
之
快
晴
御
同
意

目
出
度
奉
存
候
、
扨
一

昨
日
御
依
頼
申
上
候

認
物
之
義
者

、
注
文
之

相
違
之
廉
出
来
候
間
、
何

れ
ニ
而

も
宜
敷
候
間
、
只
今

迄
ニ
而

御
認
止
可
被
下
候
、

就
而
者

書
面
願
此
者
ニ

御
遣
し
可
被
成
候
、
余
者

得
鳳
眉
御
礼
可
申
上
候

頓
首

八
月
十
一
日

山梨県立博物館蔵

（
今
日
の
快
晴
御
同
意
）

（
目
出
度
く
存
じ
奉
り
候
、
扨
て
一
）

（
昨
日
ご
依
頼
申
し
上
げ
候
）

（
認
め
物
の
義
は
、
注
文
の
）

（
相
違
の
廉
出
来
候
間
、
何
）

（
れ
に
て
も
宜
し
く
候
間
、
只
今
）

（
迄
に
て
御
認
め
止
め
下
さ
る
べ
く
候
、
）

（
就
て
は
書
面
願
い
此
の
者
に
）

（
お
遣
わ
し
成
さ
る
べ
く
候
、
余
り
は
）

（
鳳
眉
を
得
て
御
礼
申
し
上
ぐ
べ
く
候
）



若尾逸平書簡の内容①

で
は
２
行
ず
つ
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
快
晴

「
快
」
は
も
と
の
か
た
ち
を
あ
る

程
度
保
っ
て
い
ま
す
ね
。
「
晴
」
の
「
青
」

の
「
月
」
は
、
こ
こ
ま
で
言
っ
て
き
た
よ
り

も
さ
ら
に
省
略
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

・
御
同
意

「
御
」
と
「
意
」
は
な
ん
と
な

く
理
解
で
き
ま
す
が
、
「
同
」
は
「
目
」
に

も
「
月
」
に
も
見
え
ま
す
。
こ
こ
で
は

「
意
」
と
の
組
み
合
わ
せ
が
可
能
な
も
の
で
、

「
同
」
と
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
目
出
度

「
度
」
は
「
广
（
ま
だ
れ
）

」
と

「
又
」
だ
け
に
な
り
ま
す
。
「
出
」
は

「
書
」
の
く
ず
し
に
も
似
て
い
て
、
案
外
判

読
し
づ
ら
い
文
字
で
す
。

今
日
之
快
晴
御
同
意

目
出
度
奉
存
候
、
扨
一

目
？
月
？



似ている「出」と「書」

・
出

・
書

こ
の
あ
た
り

の
く
ず
し
だ

と
ほ
ぼ
区
別

が
つ
き
ま
せ

ん
。
文
脈
で

判
断
し
ま

し
ょ
う
。



若尾逸平書簡の内容②

・
奉
存
候
（
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
）

返
読
文

字
の
「
奉
」
の
下
の
「
存
」
は
１
画
目
の
横

棒
は
か
な
り
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
左

は
ら
い
と
「
子
」
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
な
の
で
、

「
奉
」
の
後
に
こ
の
か
た
ち
が
来
た
ら

「
存
」
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

「
候
」
は
特
徴
の
あ
る
書
き
方
で
す
が
、
数

多
く
出
て
来
る
文
字
な
の
で
、
書
簡
を
通
し

て
確
認
し
て
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
扨
（
さ
て
）

先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
に
、

こ
こ
か
ら
本
文
の
内
容
に
入
る
と
こ
ろ
に
記

さ
れ
る
接
続
詞
で
す
。

今
日
之
快
晴
御
同
意

目
出
度
奉
存
候
、
扨
一



「候」のパターン

若
尾
の
書
く
候
は
〇
印
の
用
例
に
近
い
が
、

筆
の
終
わ
り
方
が
異
な
り
、
や
は
り
典
型
的

な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。

・
若
尾
の
「
候
」
筆
跡

・
「
候
」
の
用
例



若尾逸平書簡の内容③

・
昨
日

「
乍
」
が
だ
い
ぶ
く
ず
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
次
が
「
日
」
で
あ
る
の
で
「
昨
」

か
「
明
」
だ
ろ
う
と
想
定
で
き
ま
す
。
よ
っ

て
「
乍
」
か
先
ほ
ど
く
ず
し
に
つ
い
て
触
れ

た
「
月
」
と
の
違
い
に
着
目
し
ま
す
。

・
依
頼

「
頼
」
の
「
頁
」
の
く
ず
し
パ

タ
ー
ン
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

・
認
物

「
認
」
は
言
べ
ん
の
く
ず
し
方
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。
書
き
方
は
ほ
ぼ
中
国
語
の

簡
体
字
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
「
物
」
は

「
勿
」
の
構
え
の
な
か
の
２
画
は
ほ
ぼ
省
略
、

牛
へ
ん
も
手
へ
ん
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

昨
日
御
依
頼
申
上
候

認
物
之
義
者

、
注
文
之

昨
日
か
明
日
か



若尾逸平書簡の内容④

・
義

「
義
」
も
「
〇
〇
の
件
」
の
よ
う
な

意
味
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
「
羊
」
の
横
棒

２
・
３
画
目
が
省
略
さ
れ
、
「
我
」
の
左
側

が
省
略
さ
れ
た
右
斜
め
の
文
字
だ
と
覚
え
て

く
だ
さ
い
。
出
て
来
る
位
置
も
、
後
に
「
に

付
き
」
で
あ
る
と
か
、
今
回
の
「
者
（
は
）

」

を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
者
（
は
）

変
体
仮
名
の
「
は
」
で
す
。

「
土
」
と
左
は
ら
い
の
あ
と
、
「
日
」
を

「
ヽ
」
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

昨
日
御
依
頼
申
上
候

認
物
之
義
者

、
注
文
之



若尾逸平書簡の内容⑤

・
相
違

「
相
」
も
よ
く
出
て
き
ま
す
。

「
目
」
が
相
当
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
打
」
な
ど
と
の
区
別
は
、
前
後
の
文
脈
で

も
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
「
違
」
は
し
ん
に
ょ

う
の
な
か
が
「
韋
」
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

に
「
麦
」
の
よ
う
な
字
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
出
来
（
し
ゅ
っ
た
い
）

「
出
」
は
前
に
触
れ

ま
し
た
。
こ
の
「
来
」
も
癖
が
強
く
、
厳
し

い
解
読
で
す
。
ま
た
、
「
来
」
は
「
成
」
に

似
た
書
き
方
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

相
違
之
廉
出
来
候
間
、
何

れ
ニ
而

も
宜
敷
候
間
、
只
今

し
ん
に
ょ
う
に

「
麦
」
み
た
い



「来」と「成」

・
来

・
成



若尾逸平書簡の内容⑥

・
候
間

前
に
触
れ
た
「
候
」
と
か
た
ち
が

違
い
、
「
仕
（
つ
か
ま
つ
り
）

」
と
も
読
み
た
い

か
た
ち
で
す
が
、
読
み
方
と
し
て
適
切
で
な

い
こ
と
と
、
「
宜
敷
」
の
下
に
も
同
様
の
接

続
詞
的
な
「
間
」
を
伴
う
「
候
」
が
あ
り
、

若
尾
は
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
こ
の
よ
う
な

「
候
」
を
書
く
の
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

・
何
れ
ニ
而

も
（
い
ず
れ
に
て
も
）

こ
こ
も
解
読

が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
「
れ
」
は
「
礼
」

の
変
体
仮
名
と
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
ニ
」
と

「
も
」
の
間
は
癖
の
あ
る
「
而
（
て
）

」
と
判

断
し
ま
し
た
が
、
異
論
が
出
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

相
違
之
廉
出
来
候
間
、
何

れ
ニ
而

も
宜
敷
候
間
、
只
今

同
じ⁉

こ
こ
は
厳
し
い



「間」と「れ」のくずし

・
れ
（
礼
・
禮
）

・
間

「
門
」
構
え
は
ほ
と
ん
ど

「
つ
」
に
な
り
ま
す
。

難
し
い
く
ず
し
で
す
が
、

こ
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。



若尾逸平書簡の内容⑦

・
宜
敷
（
よ
ろ
し
く
）

何
ら
か
の
依
頼
を
す
る

古
文
書
に
は
必
ず
登
場
す
る
語
彙
で
す
。

「
宜
」
は
若
尾
の
よ
う
に
ワ
か
ん
む
り
の
よ

う
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
「
敷
」
は

「
西
」
や
「
雨
」
か
ん
む
り
を
乗
せ
た
よ
う

な
特
徴
的
な
字
で
覚
え
や
す
く
、
若
尾
の
よ

う
に
、
へ
ん
か
ら
「
方
」
を
省
い
た
パ
ー
ツ

が
「
攵
」
の
上
に
完
全
に
乗
っ
か
り
、
左
右

構
造
の
字
が
上
下
構
造
の
字
に
な
っ
て
い
る

場
合
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

相
違
之
廉
出
来
候
間
、
何

れ
ニ
而

も
宜
敷
候
間
、
只
今

本
当
に
よ
く

出
て
き
ま
す
。



若尾逸平書簡の内容⑧

・
迄
ニ
而
（
ま
で
に
て
）

「
ニ
而

」
は
前
の
⑥

と
同
様
で
す
。
「
就
而
者

」
も
同
様
で
す
。

・
可
被
下
候
（
く
だ
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
）

依
頼
文

に
必
ず
出
て
来
る
表
現
で
、
文
字
の
読
み
順

は
下
（
く
だ
）

・
被
（
さ
る
）

・
可
（
べ
く
）

・
候
（
そ
う

ろ
う
）

で
す
。
「
ヒ
」
の
よ
う
な
「
被
」
と

「
下
」
は
直
結
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場

合
「
下
」
の
横
棒
は
省
略
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
「
候
」
も
た
だ
の
「
ヽ
」
で
す
ね
。

・
願
此
者
ニ

こ
の
「
願
」
も
難
し
く
、
同

じ
「
頁
」
を
つ
く
り
に
持
つ
「
預
」
も
候
補

で
す
が
、
へ
ん
の
「
原
」
の
か
た
ち
が
割
り

合
い
残
っ
て
い
る
点
が
根
拠
と
な
り
ま
し
た
。

迄
ニ
而

御
認
止
可
被
下
候
、

就
而
者

書
面
願
此
者
ニ

こ
こ
も
厳
し
い

つ
く
り
は
「
頁
」
？



「願」と「預」のちがい？

・
願

・
預

似
た
も
の
ツ
ー
ペ
ア



若尾逸平書簡の内容⑨

・
御
遣
し
（
お
つ
か
わ
し
）

前
述
の
よ
う
に

「
遣
」
は
し
ん
に
ょ
う
が
「
し
」
の
よ
う
に

省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
に
「
此
の
者

に
」
と
あ
る
の
で
、
か
ま
え
の
な
か
は
考
慮

せ
ず
に
「
遣
わ
す
」
と
判
断
し
ま
し
た
が
、

実
際
は
、
つ
く
り
の
パ
ー
ツ
の
「
中
」
の
部

分
と
し
ん
に
ょ
う
だ
け
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
く
ず
れ
、
ひ
ら
が
な
の
「
き
」
の
よ
う
な

か
た
ち
ま
で
く
ず
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 御

遣
し
可
被
成
候
、
余
者

得
鳳
眉
御
礼
可
申
上
候

頓
首



若尾逸平書簡の内容⑩

・
可
被
成
（
な
さ
る
べ
く
）

「
可
」
も
「
被
」

も
前
述
の
と
お
り
で
す
。
「
成
（
な
る
）

」
・

「
被
（
さ
れ
る
）

」
・
「
可
（
べ
き
）

」
の
順
番
で

読
み
ま
す
。
「
成
」
は
ほ
と
ん
ど
く
ず
れ
て

い
ま
せ
ん
ね
。

・
得
鳳
眉
（
ほ
う
び
を
え
る
？
）

本
来
「
拝
眉
を

得
る
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
の
上
級
表
現
で

し
ょ
う
か
。
「
鳳
」
の
な
か
の
「
鳥
」
の
字

は
特
徴
的
な
く
ず
し
で
す
。
他
の
「
灬
（
れ
ん

が
）

」
や
し
た
ご
こ
ろ
と
同
様
に
、
一
本
の

横
棒
だ
け
に
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
眉
」

の
「
目
」
も
「
口
」
の
な
か
の
２
画
と
最
終

画
の
横
棒
が
一
体
化
し
て
い
ま
す
ね
。

御
遣
し
可
被
成
候
、
余
者

得
鳳
眉
御
礼
可
申
上
候

頓
首

聞
い
た
こ
と
が
な
い
表
現
で
す
。



「頓首」の「頓」と「拝〇」

・
頓

・
拝
〇



若尾逸平書簡の意味を取る

難
し
い
く
ず
し
字
の
書
簡
で
し
た
が
、

内
容
は
坂
田
御
主
人
（
甲
府
の
町
年

寄
か
）
に
何
ら
か
の
書
類
作
成
に
つ

い
て
、
修
正
点
が
生
じ
た
た
め
に
作

成
の
停
止
を
要
請
し
、
こ
の
書
面
を

持
た
せ
た
も
の
に
預
け
て
も
ら
う
こ

と
と
、
次
に
面
会
し
た
際
に
あ
と
の

処
置
と
御
礼
を
申
し
述
べ
る
こ
と
を

記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
日
之
快
晴
御
同
意

目
出
度
奉
存
候
、
扨
一

昨
日
御
依
頼
申
上
候

認
物
之
義
者

、
注
文
之

相
違
之
廉
出
来
候
間
、
何

れ
ニ
而

も
宜
敷
候
間
、
只
今

迄
ニ
而

御
認
止
可
被
下
候
、

就
而
者

書
面
願
此
者
ニ

御
遣
し
可
被
成
候
、
余
者

得
鳳
眉
御
礼
可
申
上
候

頓
首

八
月
十
一
日

山梨県立博物館蔵

（
今
日
の
快
晴
御
同
意
）

（
目
出
度
く
存
じ
奉
り
候
、
扨
て
一
）

（
昨
日
ご
依
頼
申
し
上
げ
候
）

（
認
め
物
の
義
は
、
注
文
の
）

（
相
違
の
廉
出
来
候
間
、
何
）

（
れ
に
て
も
宜
し
く
候
間
、
只
今
）

（
迄
に
て
御
認
め
止
め
下
さ
る
べ
く
候
、
）

（
就
て
は
書
面
願
い
此
の
者
に
）

（
お
遣
わ
し
成
さ
る
べ
く
候
、
余
り
は
）

（
鳳
眉
を
得
て
御
礼
申
し
上
ぐ
べ
く
候
）



渋沢栄一書簡（若尾民造宛て）を読む
続
い
て
は
大
河
ド
ラ
マ
で
活
躍
中
の
渋

沢
栄
一
の
書
簡
で
す
。
逸
平
に
宛
て
た

も
の
で
は
な
く
、
後
継
ぎ
の
民
造
宛
て

の
も
の
で
す
が
、
逸
平
に
関
す
る
重
要

な
連
絡
と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。

山梨県立博物館蔵



渋沢栄一書簡（若尾民造宛て）を読む

レ
ジ
ュ
メ

の
空
白
に

文
字
を
書

き
込
ん
で

く
だ
さ
い
。山梨県立博物館蔵



渋沢栄一書簡（若尾民造宛て）を読む

解
読
文
で
す
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

遠
隔
之
土
地
ニ
て
御
墓
参

も
仕
兼
不
本
意
之
至
ニ
候
、

御
伝
記
序
文
之
義
ニ
付
而
ハ

曽
而
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
有
之
、
可
成
早
く
起
艸

可
及
と
御
請
申
上
候
処
、
多

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

上
差
上
候
始
末
、
或
ハ
機

会
を
失
し
候
哉
と
恐
縮
仕
候
、

右
不
取
敢
拝
復
ま
て

い
つ
れ
其
中
御
面
話

ニ
て
右
申
合
仕
た
く

匆
々
敬
具

九
月
九
日渋

澤
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復

山梨県立博物館蔵



で
は
、
3
行
程
度
ず
つ
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
の
解
読
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

筆
翰
拝
読
ま
す
ま
す
ご
清
適

賀
し
奉
り
候
。
過
日
は
故
大
人

一

周
忌
日
の
由
拝
承
そ
う
ら
え
ど
も
、

（
闕
字
）



く
ず
し
も
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

最
初
の
「
筆
」
か
ら
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
か
た
ち
を
し
て
い
ま
す

ね
。
く
ず
し
の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
み
ま
す
と
、
竹
か
ん
む
り
は
草

か
ん
む
り
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
「
翰
」
は
車
へ

ん
の
か
た
ち
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
あ

と
が
「
拝
読
」
な
の
で

「
お
手
紙
」
を
意
味
す

る
語
が
入
る
と
予
想
で

き
ま
す
。

（
闕
字
）



く
ず
し
も
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

（
闕
字
）

「
拝
」
は
大
変
よ
く
出
て
く
る
字
な
の
で

パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
読
」
は
言
べ
ん
が
中
国
語
の
簡
体
字
の

よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
旧
字
の
「
讀
」
の

く
ず
し
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。



く
ず
し
も
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

（
闕
字
）

「
益
」
は
挨
拶
文
の
決
ま
っ
た
位
置
に
出
て
く
る
文
字
で
す
。

「
益
」
か
「
愈
」
の
ど
ち
ら
か
が
来
る
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
く

ず
し
は
「
皿
」
の
よ
う
に
箱
の
な
か
に
線
が
二
本
入
る
よ
う
な
字

は
か
な
り
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。



く
ず
し
も
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

（
闕
字
）

「
御
清
適
」
も
挨
拶
文
の
決
ま
っ
た
位
置
に
出
て
く
る
言
葉
で
す
。

く
ず
し
で
は
、
「
清
」
の
さ
ん
ず
い
は
縦
棒
一
本
に
な
る
こ
と
、

「
月
」
も
「
皿
」
な
ど
と
同
じ
で
構
え
の
な
か
の
二
画
は
省
略
さ

れ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
「
適
」
は
し
ん
に
ょ
う
が
し
っ
か

り
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。



く
ず
し
も
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

（
闕
字
）

「
奉
」
は
「
Ｚ
」
の
よ
う
な
入
り
と
な
り
ま
す
。
「
賀
」
は

「
貝
」
の
「
目
」
の
部
分
の
省
略
の
仕
方
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「
候
」
は
ほ
ぼ
点
「
ヽ
」
だ
け
の
く
ず
し
と
な
り
ま
す
。



く
ず
し
も
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

（
闕
字
）

「
過
日
」
は
し
ん
に
ょ
う
が
一
画
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

「
拝
承
」
の
「
拝
」
は
前
に
も
出
て
来
ま
し
た
ね
。

「
候
得
共
」
は
く
ず
し
と
し
て
は
少
し
難
し
い
で
し
ょ
う
か
。

「
得
」
の
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
の
く
ず
し
や
、
「
寸
」
の
部
分
が

「
す
」
の
よ
う
に
く
ず
す
部
分
は
、
他
の
字
を
読
む
手
が
か
り
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
覚
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。



次
の
三
行
の
解
読
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

遠
隔
之
土
地
ニ
て
御
墓
参

も
仕
兼
不
本
意
之
至
ニ
候
、

御
伝
記
序
文
之
義
ニ
付
而
ハ

遠
隔
の
土
地
に
て
御
墓
参

も
仕
り
兼
ね
、
不
本
意
の
至
り
に
候
。

御
伝
記
序
文
の
義
に
付
い
て
は



で
は
く
ず
し
字
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

遠
隔
之
土
地
ニ
て
御
墓
参

も
仕
兼
不
本
意
之
至
ニ
候
、

御
伝
記
序
文
之
義
ニ
付
而
ハ

「
遠
隔
」
は
「
遠
」
は
し
ん
に
ょ
う
の
く
ず
し
に
ご
注
目
く
だ
さ

い
。
「
隔
」
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
字
な
の
で
、
前
後
関
係
か
ら

読
め
て
く
る
字
で
す
が
、
こ
ざ
と
へ
ん
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「
参
」
は
比
較
的
使
用
さ
れ
る
字
で
す
。

「
仕
」
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
「
兼
」
は
く
ず
し
に
特
徴
の
あ
る

字
で
す
。
個
人
的
に
は
「
蕪
」
や
「
葱
」
の
よ
う
に
か
ん
む
り
の

下
に
構
え
の
よ
う
な
画
数
の
多
い
部
分
が
あ
っ
て
、
し
た
ご
こ
ろ

や
れ
ん
が
の
よ
う
な
横
棒
一
本
で
終
わ
る
と
い
う
く
ず
し
に
見
え

ま
す
。



次
の
三
行
分
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

遠
隔
之
土
地
ニ
て
御
墓
参

も
仕
兼
不
本
意
之
至
ニ
候
、

御
伝
記
序
文
之
義
ニ
付
而
ハ

「
不
本
意
」
の
「
本
」
は
な
ん
と
な
く
読
め
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
本
」
＝
「
木
」
＋
「
一
」
で
は
な
く
、
「
大
」
＋
「
十
」
の
よ

う
に
く
ず
す
イ
メ
ー
ジ
も
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
至
」
も
よ
く
で
て
く
る
字
で
す
ね
。

「
伝
記
」
の
「
伝
」
は
旧
字
の
「
傳
」
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

「
義
」
も
よ
く
で
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
戈
」
の
部
分
に
引
き
ず
ら

れ
て
左
に
傾
い
て
書
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

「
付
而
ハ
」
の
「
而
」
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
の
で
形
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。



次
の
三
行
分
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

曽
而
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
有
之
、
可
成
早
く
起
艸

可
及
と
御
請
申
上
候
処
、
多

曽
て
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
こ
れ
あ
り
、
成
る
べ
く
早
く
起
草
に

及
ぶ
べ
し
と
お
請
け
申
し
上
げ
候
と
こ
ろ
、
多

「
有
之
（
こ
れ
あ
り
）
」
、
「
可
成
（
な
る
べ
く
）
」
、

「
可
及
（
お
よ
ぶ
べ
く
）
」
と
返
読
す
る
箇
所
が
三
つ
も
あ
り
ま

す
。



く
ず
し
字
を
み
て
い
き
ま
す
。

曽
而
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
有
之
、
可
成
早
く
起
艸

可
及
と
御
請
申
上
候
処
、
多

「
曽
而
」
の
「
而
」
は
「
て
」
と
読
み
ま
す
。
「
よ
り
」
は
「
与

里
」
の
漢
字
を
元
に
し
た
変
体
仮
名
で
す
。
「
而
」
も
「
与
」
も

よ
く
出
て
く
る
の
で
形
を
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
委
嘱
」
の
「
委
」
は
な
ん
と
な
く
読
め
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
は

「
女
」
と
い
う
字
が
「
め
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

「
有
之
」
は
と
て
も
よ
く
出
て
来
ま
す
。

「
有
」
の
「
月
」
の
部
分
の
省
略
に
つ
い
て

着
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。



く
ず
し
字
を
み
て
い
き
ま
す
。

曽
而
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
有
之
、
可
成
早
く
起
艸

可
及
と
御
請
申
上
候
処
、
多

「
可
成
」
の
「
可
」
は
「
マ
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
横

棒
一
本
と
点
だ
け
の
よ
う
に
も
な
り
「
す
」
の
上
が
飛
び
出
さ
な

い
よ
う
な
く
ず
し
に
も
な
り
ま
す
。

「
成
」
は
特
別
な
く
ず
し
で
「
来
」
と
間
違
え
や
す
い
の
で
、
今

回
の
「
な
る
べ
く
」
な
ど
の
語
彙
的
に
判
別
す
る
こ
と
も
必
要
に

な
り
ま
す
。



く
ず
し
字
を
み
て
い
き
ま
す
。

曽
而
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
有
之
、
可
成
早
く
起
艸

可
及
と
御
請
申
上
候
処
、
多

「
起
艸
」
の
「
艸
」
は
通
常
使
用
し
な
い
漢
字
で
す
の
で
、
旧
字

と
同
様
に
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
可
及
」
の
「
可
」
は
一
行
前
に
出
て
来
ま
し
た
ね
。

「
請
」
は
前
に
で
て
き
た
言
べ
ん
の
く
ず
し
と
、
「
青
」
の

「
月
」
の
部
分
の
省
略
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

「
申
」
は
「
中
」
の
よ
う
で
も
あ
り
、
ほ
ぼ
縦
棒
一
本
の
横
に
点

が
付
く
だ
け
の
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

「
処
」
は
よ
く
使
わ
れ
る
字
な
の
で
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



次
の
三
行
に
い
き
ま
す
。

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

忙
か
つ
避
暑
旅
行
な
ど
に
て
大
い
に

遷
延
い
た
し
、
申
し
訳
こ
れ
な
く
候
。

帰
京
後
漸
く
浄
書
の



く
ず
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

「
且
」
は
「
目
」
や
「
月
」
、
「
皿
」
と
同
様
に
、
か
ま
え
の
な

か
の
二
画
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
旅
行
」
の
「
旅
」
は
「
方
」
の
へ
ん
が
手
へ
ん
の
よ
う
に
省
略

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
行
」
は
ま
だ
行
に
ん
べ
ん
の
よ
う
な
書
か
れ

方
を
し
て
い
ま
す
が
、
「
り
」
の
よ
う
に
く
ず
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
多
い
字
で
す
。

「
等
」
は
留
保
を
付
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
ホ
」
の
よ
う
に

く
ず
す
こ
と
が
多
い
で
す
。



く
ず
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

「
い
た
し
」
は
も
と
の
漢
字
に
近
く
、
「
以
多
し
」
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。

「
申
訳
」
の
「
申
」
は
前
に
出
て
来
ま
し
た
ね
。
「
訳
」
は
旧
字

の
「
譯
」
の
く
ず
し
だ
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

「
無
之
」
は
「
有
之
」
と
と
も
に
よ
く

出
て
く
る
語
彙
で
す
。
「
無
」
の
「
れ

ん
が
」
は
一
本
線
に
な
っ
て
お
り
、

「
し
た
ご
こ
ろ
」
と
と
も
に
こ
の
よ
う

に
く
ず
さ
れ
ま
す
。



く
ず
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

「
帰
京
後
」
の
「
帰
京
」
を
読
む
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
に
「
帰
」
は
旧
字
の
「
歸
」
の
く
ず
し
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
や
っ
か
い
な
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
渋
沢
の
書
く
字
で
は
へ
ん

が
「
リ
」
や
「
丁
」
の
よ
う
な
く
ず
し
と
な
る
「
帰
」
の
く
ず
し

か
た
が
に
ん
べ
ん
や
行
に
ん
べ
ん
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
も
わ

か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
。
「
後
」
も
若
干
く
せ
が
あ
り
ま
す
。

「
漸
く
」
の
「
漸
」
は
、
さ
ん
ず
い
が
一
本
線
に
な
り
、
「
車
」

の
く
ず
し
か
た
、
「
斤
」
の
く
ず
し
か
た
な
ど
、
パ
ー
ツ
の
く
ず

し
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
る
と
他
の
字
に
応
用
が
利
き
ま
す
。



く
ず
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

「
書
」
と
い
う
字
に
つ
い
て
は
、
他
で
も
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

「
出
」
と
似
た
く
ず
し
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。



次
の
三
行
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

上
差
上
候
始
末
、
或
ハ
機

会
を
失
し
候
哉
と
恐
縮
仕
候
、

右
不
取
敢
拝
復
ま
て

上
、
差
し
上
げ
候
始
末
。
あ
る
い
は
機

会
を
失
し
候
や
と
恐
縮
仕
り
候
。

右
と
り
あ
え
ず
拝
復
ま
て



く
ず
し
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

上
差
上
候
始
末
、
或
ハ
機

会
を
失
し
候
哉
と
恐
縮
仕
候
、

右
不
取
敢
拝
復
ま
て

「
右
」
の
「
口
」
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
不
取
敢
」
の
「
取
」
は
特
殊
な
省
略
の
さ
れ
か
た
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
「
敢
」
と
と
も
に
、
割
と
原
形
の
み
え
る
く
ず
し

か
た
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
「
耳
」
も
、
「
目
」
や

「
月
」
な
ど
と
同
様
に
、
か
ま
え
の
な
か
の
横
棒
二
画
は
省
略
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
ま
す
。

「
拝
復
」
の
「
拝
」
は
よ
く
で
て
き
ま
す
ね
。
「
復
」
は
行
に
ん

べ
ん
が
た
だ
の
縦
棒
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
ま
て
」
は
、
仮
名
の
元
の
漢
字
で
あ
る
「
末
」
「
天
」
の
原
形

が
想
像
で
き
る
く
ず
し
か
た
に
な
っ
て
い
ま
す
。



最
後
の
三
行
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
つ
れ
其
中
御
面
話

ニ
て
右
申
合
仕
た
く

匆
々
敬
具

い
ず
れ
そ
の
う
ち
御
面
話

に
て
右
申
し
合
い
た
く

怱
々
敬
具



く
ず
し
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
つ
れ
其
中
御
面
話

ニ
て
右
申
合
仕
た
く

匆
々
敬
具

「
れ
」
は
「
礼
」
を
も
と
に
し
た
仮
名
で
す
が
、
こ
こ
で
は

「
連
」
を
も
と
に
し
た
仮
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
其
」
は
「
者
」
の
く
ず
し
の
上
に
点
を
付
け
た
よ
う
な
く
ず
し

に
な
り
ま
す
。
「
者
」
は
「
日
」
の
部
分
が
省
略
さ
れ
つ
つ
、
今

回
の
資
料
の
よ
う
に
左
に
傾
い
た
く
ず
し
に
な
り
ま
す
。

「
右
申
」
と
「
仕
」
は
す
こ
し
無
理
や
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
た
く
」
の
「
た
」
は
「
多
」
の
く
ず
し
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
敬
具
」
の
「
具
」
の
「
目
」
の
部
分
は
、
省
略
さ
れ
て
ほ
と
ん

ど
「
口
」
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。



日
付
・
署
名
・
宛
名
部
分
で
す
。

九
月
九
日渋

澤
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復

九
月
九
日

渋
沢
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復



も
う
一
度
通
し
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
益
御
清
適

奉
賀
候
、
過
日
ハ
故
大
人

一

周
忌
日
之
由
拝
承
候
得
共
、

遠
隔
之
土
地
ニ
て
御
墓
参

も
仕
兼
不
本
意
之
至
ニ
候
、

御
伝
記
序
文
之
義
ニ
付
而
ハ

曽
而
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
有
之
、
可
成
早
く
起
艸

可
及
と
御
請
申
上
候
処
、
多

忙
且
避
暑
旅
行
等
ニ
て
大
ニ

遷
延
い
た
し
申
訳
無
之
候
、

帰
京
後
漸
く
浄
書
之

上
差
上
候
始
末
、
或
ハ
機

会
を
失
し
候
哉
と
恐
縮
仕
候
、

右
不
取
敢
拝
復
ま
て

い
つ
れ
其
中
御
面
話

ニ
て
右
申
合
仕
た
く

匆
々
敬
具

九
月
九
日渋

澤
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復



通
し
て
読
み
下
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

筆
翰
拝
読
ま
す
ま
す
ご
清
適

賀
し
奉
り
候
。
過
日
は
故
大
人

一

周
忌
日
の
由
拝
承
そ
う
ら
え
ど
も
、

遠
隔
の
土
地
に
て
御
墓
参

も
仕
り
兼
ね
、
不
本
意
の
至
り
に
候
。

御
伝
記
序
文
の
義
に
付
い
て
は

曽
て
小
池
君
よ
り
御
委

嘱
こ
れ
あ
り
、
成
る
べ
く
早
く
起
草
に

及
ぶ
べ
し
と
お
請
け
申
し
上
げ
候
と
こ
ろ
、
多

忙
か
つ
避
暑
旅
行
な
ど
に
て
大
い
に

遷
延
い
た
し
、
申
し
訳
こ
れ
な
く
候
。

帰
京
後
漸
く
浄
書
の

上
、
差
し
上
げ
候
始
末
。
あ
る
い
は
機

会
を
失
し
候
や
と
恐
縮
仕
り
候
。

右
と
り
あ
え
ず
拝
復
ま
て

い
ず
れ
そ
の
う
ち
御
面
話

に
て
右
申
し
合
い
た
く

怱
々
敬
具

九
月
九
日

渋
沢
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復



だ
い
た
い
の
文
意
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
手
紙
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
て
、
先
日
は
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主

人
（
若
尾
逸
平
殿
）
の
一
周
忌
だ
っ
た
と

承
っ
て
お
り
ま
す
が
、
遠
路
ゆ
え
に
お
墓

参
り
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
ら
ず
、
不

本
意
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

御
伝
記
の
序
文
の
件
に
つ
き
ま
し
て
で
す

が
、
以
前
に
小
池
国
三
氏
か
ら
ご
依
頼
が

あ
り
ま
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
執
筆
す
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
お
引
き
受
け

し
た
の
で
す
が
、
多
忙
で
あ
っ
た
り
避
暑

旅
行
に
出
か
け
た
り
も
あ
り
ま
し
て
、
大

き
く
遅
れ
て
し
ま
い
、
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
東
京
に
帰
っ
て
か
ら
よ
う

や
く
清
書
の
う
え
で
提
出
す
る
よ
う
な
こ

と
と
な
り
、
も
し
か
し
た
ら
掲
載
の
機
会

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

恐
縮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
返
信
と

し
て
お
送
り
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
そ
の
う

ち
直
接
お
会
い
し
て
お
話
し
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

怱
々
敬
具

九
月
九
日

渋
沢
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復



だ
い
た
い
の
文
意
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
手
紙
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
て
、
先
日
は
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主

人
（
若
尾
逸
平
殿
）
の
一
周
忌
だ
っ
た
と

承
っ
て
お
り
ま
す
が
、
遠
路
ゆ
え
に
お
墓

参
り
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
ら
ず
、
不

本
意
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

御
伝
記
の
序
文
の
件
に
つ
き
ま
し
て
で
す

が
、
以
前
に
小
池
国
三
氏
か
ら
ご
依
頼
が

あ
り
ま
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
執
筆
す
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
お
引
き
受
け

し
た
の
で
す
が
、
多
忙
で
あ
っ
た
り
避
暑

旅
行
に
出
か
け
た
り
も
あ
り
ま
し
て
、
大

き
く
遅
れ
て
し
ま
い
、
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
東
京
に
帰
っ
て
か
ら
よ
う

や
く
清
書
の
う
え
で
提
出
す
る
よ
う
な
こ

と
と
な
り
、
も
し
か
し
た
ら
掲
載
の
機
会

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

恐
縮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
返
信
と

し
て
お
送
り
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
そ
の
う

ち
直
接
お
会
い
し
て
お
話
し
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

怱
々
敬
具

九
月
九
日

渋
沢
栄
一

若
尾
民
造
様

拝
復

↑

大
正
三
年
九
月
七
日

↑

『
若
尾
逸
平
』

↑

九
月
七
日
を
過
ぎ
て
い
る



伝
記
『
若
尾
逸
平
』

内
藤
文
治
良

著

大
正
三
年
九
月
七
日
刊
行









渋沢栄一書簡（若尾民造宛て）を読む

こ
う
し
て
、
こ
の
書
簡
は
逸
平
一
周
忌
に
刊
行

さ
れ
た
『
若
尾
逸
平
』
の
序
文
の
原
稿
提
出
を

詫
び
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
奥

付
け
は
逸
平
の
一
周
忌
に
出
た
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
初
版
に
は
渋
沢
の
序
文
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
か
、
実
際
の
刊
行
は
遅
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

山梨県立博物館蔵



佐竹作太郎書簡（大木喬命宛て）を読む

最
後
は
腕
試
し
。
く
せ
の
強
い
字
を
書
く
佐
竹
作
太

郎
の
書
簡
で
す
。

山梨県立博物館蔵



佐竹作太郎書簡（大木喬命宛て）を読む

読
め
る
と
こ
ろ
か
ら
読
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

山梨県立博物館蔵



佐竹作太郎書簡（大木喬命宛て）を読む

解
読
案
は
次
の
通
り
で
す
。

時
宜
ニ
依
リ
テ
権
利
ヲ
主
張
シ
又
時
宜
ニ
依
リ
テ

権
利
ヲ
抛
捨
ス
ル
ハ
所
謂
臨
機
応
変
ト
云

フ
ヘ
シ
、
今
回
ハ
彼
レ
ニ
数
歩
ヲ
譲
リ
我
ハ

ベ
タ
負
ケ
ナ
リ
、
負
ケ
ル
ト
キ
ハ
立
派
ニ
負
ケ
テ

毫
モ
未
練
ノ
所
為
ヲ
見
セ
サ
ル
モ
亦
一

策
ナ
ラ
ン
カ
。

甲
府
松
本
間
ヲ
此
侭
許
可
ス
ル
ト
キ
ハ
甲
府

以
東
ハ
将
来
ノ
調
査
上
若
シ
充
分
ナ
ラ
サ
ル
モ

自
然
許
可
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
責
任
政
府

ニ
ア
リ
、

甲
府
松
本
間
ノ
営
業
ニ
テ
本
鉄
道
ガ

独
立
シ
得
サ
ル
ヿ
ハ
政
府
モ
確
ニ
之
ヲ
認

メ
タ
ル
ヿ
ハ
今
回
ノ
達
シ
文
ニ
テ
其
証
拠

充
分
ナ
リ
ト
ス
。

甲
府
松
本
間
ノ
本
免
状
ハ
将
来
全

線
路
ノ
免
状
ヲ
得
ル
ノ
階
梯
ト
ス
ル
ニ
ハ

既
存
ノ
仮
免
状
ヨ
リ
其
効
力
大

ナ
ル
ベ
シ
。

右
ハ
小
生
ガ
久
シ
ク
坐
禅
ノ
効
ニ
依
リ
テ
サ
ト
リ

ヲ
開
キ
人
ニ
ハ
深
ク
厚
ク
依
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
人

ニ
依
ル
ハ
只
其
事
ノ
階
梯
ノ
ミ
ト
知
ル
ヘ

シ
ト
云
フ
ト
真
理
ヲ
会
得
シ
始
メ
テ
従

来
ノ
悪
意
ヲ
去
リ
今
日
以
後
ハ
更
ニ
正
道

ニ
復
シ
テ
将
来
ノ
事
ニ
関
シ
愚
見
ヲ
述
ヘ

タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
従
来
申
上
候
旨
意
ト
ハ
丸
デ

反
対
ト
御
承
知
可
被
下
候
、
左
ハ
去
リ
ナ
カ
ラ
今
回

ノ
政
府
ノ
処
置
ヲ
以
テ
決
シ
テ
正
当
ナ
リ

ト
ハ
認
メ
不
申
（
仮
令
サ
ト
リ
ハ
開
キ
タ
リ
ト
モ
）

候
へ
と
も
是

ハ
時
勢
不
得
止
ト
ア
キ
ラ
メ
候
外
無
之
候
、
右

愚
意
ヲ
書
シ
テ
御
一
笑
ニ
附
ス
呵
し

二
十
日

作
太
郎

大
木
様

尚
一
歩
ヲ
進
メ
テ
之
ヲ
考
フ
レ
ハ
調
査
上
充
分
ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ

政
府
ハ
多
少
ノ
補
給
ヲ
為
シ
テ
モ
許
可
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ベ
シ



佐竹作太郎書簡（大木喬命宛て）を読む

文
意
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
権
利
を
主
張
し
、
ま
た

場
合
に
よ
っ
て
は
権
利
を
放
棄
す
る
の
は
、
い

わ
ゆ
る
臨
機
応
変
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
と

は
い
え
）
今
回
は
彼
（
政
府
）
に
数
歩
も
譲
り
、

我
々
は
ベ
タ
負
け
で
あ
る
。
負
け
る
と
き
は
見

事
に
負
け
て
、
少
し
も
未
練
の
振
る
舞
い
を
見

せ
な
い
と
い
う
の
も
、
ま
た
一
つ
の
策
か
も
し

れ
な
い
。

（
政
府
が
）
甲
府
松
本
間
を
こ
の
ま
ま
許
可
す

る
時
は
、
甲
府
以
東
は
将
来
の
（
経
営
見
込
み

の
）
調
査
が
も
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
当
然
許
可
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
責
任
が

政
府
に
あ
る
の
だ
。

（
考
え
を
な
お
一
歩
進
め
て
み
れ
ば
、
調
査
で

十
分
で
な
い
と
な
っ
た
場
合
、
政
府
は
多
少
の

支
援
を
し
て
で
も
許
可
を
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
）

甲
府
松
本
間
の
営
業
だ
け
で
甲
信
鉄
道
が
経
営

が
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
政
府
も
し
っ
か
り
こ

れ
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
事
は
今
回
の
通
知
文

に
お
い
て
そ
の
十
分
な
証
拠
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
。

甲
府
松
本
間
の
免
許
状
は
、
将
来
御
殿
場
・
甲

府
・
松
本
間
全
線
の
免
許
状
を
得
る
上
で
の
ス

テ
ッ
プ
と
す
る
う
え
で
は
、
現
在
得
て
い
る
仮

免
許
状
よ
り
も
そ
の
効
果
は
大
き
い
と
い
え
る
。

今
回
の
こ
と
は
、
私
が
随
分
前
か
ら
、
坐
禅
の

成
果
と
し
て
悟
り
を
開
く
べ
き
で
あ
り
、
他
人

へ
強
く
頼
っ
て
は
い
け
な
い
、
人
に
頼
る
の
は
、

た
だ
悟
り
を
開
く
上
で
の
ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
な

い
と
考
え
る
べ
き
と
い
う
真
理
を
わ
が
物
に
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
こ
れ
ま
で
の
悪
い

気
持
ち
を
忘
れ
て
、
今
日
か
ら
更
に
正
し
い
道

へ
と
戻
っ
て
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
な
の
で
、
こ

れ
ま
で
申
し
上
げ
て
来
た
内
容
と
は
ま
る
で
反

対
の
こ
と
だ
と
ご
承
知
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

と
は
い
え
、
今
回
の
政
府
の
処
置
は
決
し
て
正

し
い
も
の
と
は
認
め
る
わ
け
で
は
な
く
（
た
と

え
悟
り
を
開
い
た
と
し
て
も
）
、
こ
れ
は
現
在

の
情
勢
で
は
止
む
を
得
な
い
と
あ
き
ら
め
る
ほ

か
な
い
と
、
右
の
よ
う
な
考
え
を
記
し
た
の
で
、

ご
笑
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

二
十
日

作
太
郎

大
木
様



佐竹作太郎書簡（大木喬命宛て）を読む

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
背
景

は
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
資
料
は
、
若
尾
逸
平
ら

山
梨
県
や
長
野
県
な
ど
の
有

志
が
、
甲
信
鉄
道
と
い
う
鉄

道
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
際

の
書
簡
と
な
り
ま
す
。

甲
信
鉄
道
は
、
当
時
の
東
海

道
線
（
現
在
の
御
殿
場
線
）

の
御
殿
場
駅
か
ら
甲
府
、
松

本
を
目
指
す
鉄
道
で
し
た
が
、

資
金
面
や
技
術
面
か
ら
、
国

は
甲
府
・
松
本
間
の
許
可
し

か
与
え
ず
、
東
京
と
山
梨
を

鉄
道
で
つ
な
ぐ
と
い
う
点
で
、

肝
心
な
御
殿
場
・
甲
府
間
は

許
可
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

こ
の
書
簡
は
、
ち
ょ
う
ど
国

の
不
許
可
が
あ
っ
た
頃
に
、

若
尾
逸
平
の
重
要
な
「
幕

僚
」
で
も
あ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
っ
た
佐
竹
作
太
郎

が
、
甲
信
鉄
道
の
発
起
人
同

志
で
あ
る
大
木
喬
命
に
宛
て

て
書
い
た
も
の
で
、
佐
竹
の

や
る
せ
な
い
思
い
が
滲
み
で

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。



お疲れさまでした。(_´Д｀)ﾉ~~ｵﾂｶﾚｰ

く
ず
し
字
と
の
格
闘
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

最
後
の
佐
竹
作
太
郎
書
簡
も
、
い
ず
れ
講
座

の
な
か
で
丁
寧
に
解
説
す
る
機
会
を
設
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
尾
の
生
き
た
時
代
の
資
料
は
、
個
人
の
癖

が
強
く
て
読
み
づ
ら
い
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
お
も
し
ろ
い
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
内
容
が
分
か
る

と
理
解
し
や
す
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。

伝記『若尾逸平』より



肖像写真は伝記『若尾逸平』より

ま
だ
大
変
な
時
期
が
続
く
が
、

力
を
あ
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
、

い
つ
の
日
か
ま
た
会
お
う
！



おわりに

昨
年
中
止
と
な
っ
た
際
に
自
作
し
た
若
尾
逸

平
展
の
ポ
ス
タ
ー
と
、
今
年
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
本
展
の
ち
ら
し
の
画
像
を
み
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
な
ん
と

か
逸
平
生
誕
二
〇
〇
年
の
ご
紹
介
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
た
い
へ
ん
な
な
か
で
す
が
、
こ

う
し
た
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
、
私

た
ち
は
生
き
抜
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
境

遇
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
先
人
た
ち
の
苦

悩
や
選
択
か
ら
学
ぶ
価
値
は
、
大
変
大
き
い

物
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

逸
平
が
生
き
た
明
治
、
そ
し
て
私
た
ち
が
生

ま
れ
た
昭
和
時
代
も
い
ま
や
「
歴
史
」
の
一

部
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
私
た
ち
の
生
き

て
い
る
時
代
も
「
歴
史
」
と
し
て
み
つ
め
ら

れ
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た

「
歴
史
」
の
資
料
を
大
切
に
し
て
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
要

な
使
命
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
逸
平
生
誕
か
ら
二
〇
〇
年
、
逸
平
ら
が

築
い
た
「
近
代
」
と
い
う
時
代
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
や
価
値
を
考
え
る
、
そ
の

よ
う
な
契
機
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。



ぜ
ひ
シ
ン
ボ
ル
展
も
も
う
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。





六
月
二
十
六
日
（
土
）

午
後
三
時
～
（
一
時
間
程
度
）

シ
ン
ボ
ル
展
「
生
誕
２
０
０
年

若
尾
逸
平
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

先
着
十
名
程
度
ま
で
で
す
の
で
、
ご
参
加
さ
れ
る

方
は
、
観
覧
券
を
お
求
め
の
う
え
、
シ
ン
ボ
ル
展

開
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

肖像写真は伝記『若尾逸平』より



六
月
二
十
七
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
（
午
後
一
時
開
場
）

か
い
じ
あ
む
講
座

「
伝
記
資
料
か
ら
み
る

若
尾
逸
平
像
の
再
構
築
」

講
師

小
畑
茂
雄
（
学
芸
員
）

先
着
三
十
名
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

肖像写真は伝記『若尾逸平』より



七
月
十
八
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

山
梨
近
代
人
物
館
教
育
普
及
講
座

「
渋
沢
栄
一
と
山
梨
の
近
代
人
物
た
ち

―

杉
浦
譲
か
ら
青
い
目
の
人
形
ま
で―

」

講
師

小
畑
茂
雄
（
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

予
約
申
し
込
み
制
で
定
員
二
十
名
ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

肖像写真は伝記『若尾逸平』より



七
月
十
八
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

山
梨
近
代
人
物
館
教
育
普
及
講
座

「
渋
沢
栄
一
と
山
梨
の
近
代
人
物
た
ち

―

杉
浦
譲
か
ら
青
い
目
の
人
形
ま
で―

」

講
師

小
畑
茂
雄
（
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

予
約
申
し
込
み
制
で
定
員
二
十
名
ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

山梨近代人物館の展示もぜひご覧ください。



長
時
間
に
わ
た
り

ご
聴
講
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

肖像写真は伝記『若尾逸平』より


